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1. はじめに 

筑後川水系では「平成３０年７月豪雨」により、福岡県の久留米雨量観測所などにおい

て観測史上最大の降雨を記録し、久留米市街地周辺では、筑後川に合流する内水河川で住

宅等が浸水する被害が多く発生した。 

水門並びに排水機場の管理者は国、内水河川の管理者は県、内水河川に合流する水路の

管理者並びに避難情報の提供は市町であることから、関係機関（国、県、市町）が一堂に

会し、「平成３０年７月豪雨」による浸水状況やその要因を共有し、住民への情報提供や

連絡体制について点検・確認するとともに、専門的な知識を有する学識者から指導・助言

を得るため、「久留米市街地周辺内水河川連絡会議」を平成３０年８月１日に設置した。 

連絡会議は、平成３０年８月以降、３回の会議を行い、学識者から提出された「久留米

市街地周辺における内水対策」への提言を受けて、今後の取り組み方針を確認した。 

ソフト対策については、「住民への防災情報の連絡体制等を構築する」という基本的な

方針等を確認し、ハード対策については、その検討を行うにあたり各支川毎に浸水被害や

流域の特性が異なることからあらゆる観点からの検討が必要となるため、新たな関係機関

を加えた検討会を各支川毎に設置のうえ、総合的・効果的な対策を検討し実施することを

確認した。また、検討会において関係機関が連携して、浸水被害を軽減するためのハード

対策・ソフト対策を一体とした計画を策定することとなった。 

この計画の策定にあたり、関係機関からなる「下弓削川等浸水対策検討会」を平成３０

年１１月１５日に設立し、住民の意見を踏まえ、具体的な対策の検討やその対策の実現に

向けた調整を行ってきた。 

また、令和元年７月、８月においても、久留米市街地周辺では住宅等が浸水する被害が

発生したため、それらの浸水状況や要因を確認のうえ、対策の内容をあらためて整理し、

今般、「下弓削川・江川総合内水対策計画」をとりまとめたものである。 

本計画は、近年、最も甚大な浸水被害が発生した「平成３０年７月豪雨」と同規模の降

雨に対し床上浸水被害の軽減を図ることを目標とし、浸水被害の軽減に効果的な対策を具

体的に示したものである。これらの対策を住民と協働のうえ関係機関が責任をもって実施

することにより、早期に地域の安全性の向上を図り、水害に強いまちづくりを目指してい

く。 

なお、今後は、学識者からの提言にあるように、将来的な気候変動の影響により、「平

成３０年７月豪雨」を上回る降雨が発生することも考えられる。関係機関は、住民の生命

や財産を守る責務を果たすため、本計画に基づき、公助となるハード対策・ソフト対策を

集中的に実施していくが、今後、それだけで全てを守りきることは困難と考えられる。そ

のため、これらの公助に加え、住民の自助・共助の取り組みがこれまで以上に重要となり、

また、水害に強いまちづくりを目指すうえでは必要不可欠なことから、本計画は、住民が

自らの命を守るための備えや行動を支援するための計画でもある。 

関係機関は、今後、この計画に位置付けた対策の効果の早期発現を図るため、実施過程

において随時、対策の進捗確認、調整を行い、住民と一体となって、水害に強いまちづく

りの実現に向けた取り組みを進めていく。 
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【久留米市街地周辺内水河川連絡会議からの抜粋】 
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